
- 1 -

■出生数・合計特殊出生率の推移

■子育てに関するアンケート調査（令和６年１月）

・子育てに関する望ましい支援施策は、就学前児童及び小学生児童の対象ともに「子育てに

おける経済的負担の軽減」を求める保護者が特に多くなっています。

・その他、「子育てのための安心・安全な環境整備」や「仕事と家庭の両立支援と働き方の見

直しの促進」についての支援施策を求められています。

第３期廿日市市子ども・子育て支援事業計画(案 )の概要

■計画策定の背景

国においては「こどもまんなか社会」を実現すべく、令和５年１２月にこども大綱が閣議決定

され、こどもや若者、子育て当事者だけでなく、すべての人が幸せな状態で生活できるよう、社

会全体でこども施策を推進していくこととされました。本市でも、令和６年２月に「こどもが主

役のまち はつかいち宣言」を行い、まち全体でこども・子育て家庭を見守り、安心してこども

を産み育てること並びにこどもたちが健やかに育つことのできる環境を整えるため策定します。

■計画の位置づけ

本計画は、子ども・子育て支援法、次世代育成支援対策推進法、子どもの貧困対策の推進に関す

る法律に基づく市町村計画を包含するものです。また本計画は、第６次廿日市市総合計画及び現在

策定中の次期総合計画の部門別計画とし、各分野の個別計画との整合・連携を図ります。

■計画の期間

本計画の計画期間は、令和７(2025)年度～令和１１(2029)年度の５年間とします。

■成果

ア 待機児童（４月１日時点）０人

定員払い事務費補助などを通して、０～２歳児を中心に保育園等の

定員を確保しました。

平成31年４月１日 38人 → 令和６年４月１日 ０人

イ 認可保育園のＩＣＴ化

保育園等の職員の事務負担軽減につながるＩＣＴ機器の導入を進め

ました。

認可保育園におけるＩＣＴ化実施園数 （令和６年度目標）

令和元年度 ９園 → 令和６年度 39園 （全園（40園））

ウ ネウボラ体制の充実

全ての家庭に対して妊娠期から子育て期まで切れ目なく支援する

体制を整えました。

ネウボラ体制の実施箇所 （令和６年度目標）

令和元年度 ３か所 → 令和６年度 ６か所 （５か所）

エ 留守家庭児童会の定員拡大

利用申込が増加する校区において、専用施設の整備や民間事業

者による整備を支援しました。

留守家庭児童会の定員 （令和６年度目標）

令和元年度 1,300人 → 令和６年度 1,587人 （1,510人）

民間児童会への補助等 （令和６年度目標）

令和元年度 ０件 → 令和６年度 ４件 （５件）

■課題
ア 保育士の確保

・国で定める保育園等での保育士の配置基準の見直しへの対応

・「こども誰でも通園制度」の実施への対応

イ こどもの居場所づくり

・留守家庭児童会の充実

・多様な居場所の充実

ウ 家庭やこどもの状況に応じた支援の充実

・発達が気になる児童への支援

・医療的ケア児への支援

エ 子育てにおける経済的負担の軽減

指標名 令和５年度 令和11年度

支援制度による新規保育士等確保数 ０人 35人

待機児童数（10月１日時点） 19人 ０人

こども誰でも通園制度の実施施設 ０施設 18施設

民間留守家庭児童会設置数 ４か所 ７か所

市民センターによるこどもを対象とした講

座等への参加者数
4,952人 5,500人

トイレが設置されている公園のうち、洋式

トイレが設置されている公園の割合
41％ 81％

ネウボラでの定期面談の提供回数 ８回 13回

５歳児健康診査（相談）の実施 未実施 実施

市内の男性育児休業取得率 調査未実施 85％

■数値目標（抜粋）

■第２期計画（令和２年度～令和６年度）の総括

■重点施策

本市のこども・子育てをめぐる直近の課題について、重点的に取り

組む施策を設定し、本計画期間中での達成に向けて積極的に推進

します。

重点施策１ 保育士等の人材確保・育成

重点施策２ 留守家庭児童会の充実

重点施策３ 発達が気になる児童や医療的ケア児への支援

重点施策４ こどもの意見を反映した施策実施

■重点施策■子どもと子育てを取り巻く状況
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■将来像

こどもの最善の利益が考慮され、こどもの育ちを地域で見守り、子育て家庭をまち全体で支えていくこと

が必要です。

こどもが心豊かに成長し、いきいきと暮らせるまち、親がこどもを安心して産み育てることができるま

ち、未来の廿日市市の担い手を育てるため、まち全体で応援する社会を目指します。

つながり支えあう 子育てのまち はつかいち

■事業計画

・保育士等の人材確保・処遇改善（各種支援制度等の充実、保育士就職ガイダンスの実施、ﾉﾝｺﾝﾀｸﾄﾀｲﾑの実施等）

・こども誰でも通園制度の実施 ・利用しやすい教育・保育サービスの実施（第１子保育料半額の実施） など

・市全体の保育指針の確立及び幼保小の連携強化

・こどもが主役の授業の実施 など

・保育園等や小中学校の老朽化に対応した計画的な改修・整備

・保育園等と地域や小中学校が連携した避難訓練の実施 など

・こども医療費助成制度の拡充

・産前産後サポートセンターや子育て支援センター等での親同士の交流の場の設定 など

・児童養護施設等への環境改善に対する支援

・ヤングケアラーへの支援の充実 など

・５歳児健康診査（相談）を通した発達相談の実施

・医療的ケア児の保育園や小中学校等での受入体制の整備 など

・留守家庭児童会の受入枠の拡大 ・不登校児童生徒の多様なニーズに応じた子ども相談室の運営

・こどもや子育て家庭の意見を踏まえた図書館や市民センター運営、安全に過ごせる公園の充実 など

・ネウボラでの定期面談等を通した様々な相談機会の確保

・子育てに関する専用サイトの立ち上げ など

・市内経済団体等と連携した仕事と育児の両立支援の推進

・子育て世代が働きやすい職場づくりを進める企業への支援 など

・こどもの意見を取り入れた市の取組の実施

・子育て世帯が外出しやすい環境整備（おむつ替え、授乳、ベビーカースペースの確保等）の普及啓発 など

・地域ぐるみでこどもを育てる活動の充実（コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の推進など）

・こども食堂の連携体制の確立及び立ち上げ支援 など
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基本目標１

教育・保育サービスを

充実させる

基本目標２

こどもの育ちを保障

し、子育て家庭を応援

する

基本目標３

みんなで子育てを支え

る

（１）教育・保育の量を確保する

（２）教育・保育の質を向上させる

（３）安全・安心な教育・保育環境をつ

くる

（１）子育てしながら安心して働ける社

会をつくる

（２）こどもと子育て家庭に優しい社会

をつくる

（３）地域でこどもを見守り、育む

（１）妊娠・出産・子育て期まで切れ目な

く支援する～ネウボラ体制の充実～

（５）貧困や様々な課題を抱えるこども

の支援を充実させる

（４）配慮の必要なこどもの支援を拡充

する

（２）こどもと保護者の健康づくりを支

える

（３）こどもの居場所を充実させる

＜将来像＞ ＜基本目標＞ ＜基本方針＞ ＜主な取組（抜粋）＞ …重点施策につながる取組


